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群
馬
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
長
会

（
田
部
井
俊
勝
会
長
、
43
会
員
）
で
は
、

３
月
９
日
、
前
橋
市
・
前
橋
問
屋
セ
ン

タ
ー
会
館
に
お
い
て
、講
習
会
を
開
催
、

31
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
「
数
字
を
使
っ
た
思
考
法
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ｂ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
深
沢
真
太
郎

氏
が
講
習
を
行
っ
た
。

　

深
沢
氏
は
冒
頭
、「
な
ぜ
数
字
は
嫌

わ
れ
る
の
か
」「
ビ
ジ
ネ
ス
数
学
と
は

な
に
か
」
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
効

率
性
を
求
め
る
に
は
、「
得
た
い
価
値
」

を
「
そ
れ
に
割
く
資
源
」
で
割
る
こ
と

が
重
要
と
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
社
会
人
に
と
っ
て
数
字
を

読
む
と
は
、
数
字
を
見
た
と
き
に
こ
の

数
字
は
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
に

目
を
向
け
、
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
数

字
を
使
っ
た
２
つ
の
Ｔ
（
T
h
i
n
k
：

考
え
る
、
T
a
l
k
：
伝
え
る
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
締
め
く
く
っ

た
。◎

研
修
を
終
え
て

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
数
字
を

使
っ
た
思
考
法
が
足
り
な
い
と
実
感

し
ま
し
た
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
実

用
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
学
び
た
い
で
す
。

数字を使った思考法
深沢真太郎 氏

講習会の様子 回答を発表する参加者
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情報連絡員全体会議開催情報連絡員全体会議開催
～各業界の業況を情報交換～～各業界の業況を情報交換～

　

３
月
13
日
、
前
橋
市
・
前
橋
問
屋
セ

ン
タ
ー
会
館
に
お
い
て
、
情
報
連
絡
員

全
体
会
議
を
開
催
し
た
。
本
会
議
は
、

56
人
の
組
合
役
職
員
に
委
嘱
し
て
い
る

情
報
連
絡
員
が
一
堂
に
会
す
る
全
体
会

議
。
今
回
は
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
産

業
政
策
課
の
小
林
雄
二
郎
課
長
を
招
き
、

20
人
の
連
絡
員
の
出
席
を
得
た
。

　

会
議
で
は
、
情
報
交
換
に
先
立
ち
、

小
林
課
長
が
平
成
27
年
度
群
馬
県
の
施

策
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。　
　

　

次
い
で
、
本
会
・
木
村
常
務
理
事
が

座
長
と
な
り
、
各
連
絡
員
が
業
況
等
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

多
く
の
業
種
で
原
材
料
高
騰
に
伴
う

収
益
低
下
や
消
費
低
迷
で
苦
し
む
中
、

新
商
品
開
発
や
海
外
展
開
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
な
ど
で
生
き
残
り
を
か
け
る
様
子

が
窺
え
た
。
ま
た
、
人
材
確
保
難
が
大

き
な
課
題
で
、
給
料
の
底
上
げ
も
難
し

い
現
状
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

繊
維
関
連
組
合
は
富
岡
製
糸
場
の
見

学
客
増
加
の
影
響
を
受
け
、
桐
生
市
や

伊
勢
崎
市
の
記
念
館
へ
の
来
場
者
も
増

え
る
な
ど
相
乗
効
果
が
出
て
お
り
、
産

業
観
光
へ
力
を
注
ぐ
と
述
べ
た
。一
方
、

富
岡
市
の
商
店
街
は
、
新
た
に
市
外
か

ら
出
店
し
た
店
舗
は
賑
わ
っ
て
い
る
が
、

地
元
の
店
舗
は
苦
戦
し
て
い
る
と
報
告

し
た
。

　

機
械
製
造
業
関
連
組
合
で
は
、
一
次

下
請
は
親
企
業
の
好
調
を
受
け
て
新
た

な
投
資
準
備
を
行
う
一
方
で
、
二
次
・

三
次
下
請
は
、
依
然
厳
し
い
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
要
請
の
中
、
海
外
生
産
の
流
れ
が

変
わ
ら
な
い
以
上
、
国
内
で
の
生
き
残

り
が
課
題
で
あ
る
と
報
告
し
た
。

　

卸
売
関
連
組
合
は
、
業
態
変
化
に
よ
っ

て
時
代
を
乗
り
越
え
る
状
況
を
報
告
。

　

小
売
業
関
連
組
合
で
は
、
年
々
商
店

街
が
衰
退
し
て
い
く
中
、
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
視
点
で
の
支
援
策
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。

　

建
設
関
連
組
合
は
、
徐
々
に
工
事
代

金
の
見
直
し
が
浸
透
し
経
営
の
安
定
化

に
向
か
い
つ
つ
あ
る
が
、
人
材
不
足
は

深
刻
で
、職
場
環
境
の
改
善
な
ど
を
行
い
、

人
材
確
保
に
努
め
て
い
く
と
い
う
取
組

み
を
紹
介
し
た
。

　

運
輸
関
連
組
合
は
、
燃
料
高
を
運
賃

に
転
嫁
で
き
つ
つ
あ
る
中
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
大
手
を
含
め
て
共
通
し
た
課
題

で
、
高
齢
化
に
よ
る
事
故
も
発
生
し
て

い
る
と
述
べ
た
。

◎
会
議
を
終
え
て

　

現
状
や
課
題
な
ど
の
多
く
の
意
見

が
聞
け
ま
し
た
。
中
央
会
内
で
情
報

共
有
し
、
中
小
企
業
支
援
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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改正パートタイム改正パートタイム
　　　　　労働法セミナー　　　　　労働法セミナー

　

３
月
13
日
、
富
岡
市
・
富
岡
公
民
館

に
お
い
て
、
西
毛
機
械
工
業
協
同
組
合

（
小
間
俊
明
理
事
長
、
組
合
員
52
人
）

を
対
象
に
「
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
の
概

要
と
労
務
管
理
の
実
務
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師

は
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
板
垣
裕
司

氏
。

　

ま
ず
、
今
回
の
法
改
正
に
至
っ
た
背

景
を
説
明
。
労
働
契
約
法
の
改
正
同
様

に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
も
契
約
期
間

の
差
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
短
時
間

労
働
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
正
社
員
と

の
間
に
不
合
理
な
労
働
条
件
の
相
違
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
短
時
間

労
働
者
の
待
遇
の
原
則
」
が
創
設
さ
れ

た
と
述
べ
、
関
連
す
る
裁
判
事
例
も
紹

介
し
た
。
そ
の
他
、
労
働
条
件
の
文
書

交
付
の
際
、
相
談
窓
口
の
明
示
と
体
制

整
備
が
義
務
付
け
ら
れ
た
と
解
説
。　

　

ま
た
、
雇
い
入
れ
時
に
雇
用
管
理
の

改
善
措
置
の
内
容
を
説
明
す
る
義
務
が

加
わ
り
、
さ
ら
に
、
法
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
過
料
や
勧
告
に
従
わ
な

い
場
合
の
事
業
主
名
の
公
表
制
度
が
創

設
さ
れ
た
と
注
意
を
促
し
た
。

◎
研
修
を
終
え
て

　

働
き
方
が
多
様
化
す
る
と
共
に
、

女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
、
企
業

経
営
に
お
い
て
、
法
が
求
め
る
体
制

整
備
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

Ⅰ　パートタイム労働者の公正な待遇の確保

・正社員と差別的取扱いが禁止されるパー

　トタイム労働者の対象範囲の拡大

・パートタイム労働者の待遇と正社員の待

　遇を相違させる場合は、職務の内容、人

　材活用の仕組み、その他の事情を考慮し

　て、不合理と認められるものであっては

　ならない

Ⅱ　パートタイム労働者の納得性を高める

　ための措置

・パートタイム労働者を雇い入れた時は、

　雇用管理の改善措置の内容について、事

　業主が説明しなければならない

・パートタイム労働者からの相談に応じ、

　適切に対応するために必要な体制を整備

　しなければならない

Ⅲ　パートタイム労働法の実効性を高める

　ための規定の新設

・パートタイム労働法の規定に基づく報告

　をしなかったり、虚偽の報告をした場合

　は、20万円以下の過料に処せられる

・雇用管理の改善措置の規定に違反してい

　る事業主が、厚生労働大臣の勧告に従わ

　ない場合は、厚生労働大臣は事業主名を

　公表することができる

改正のポイント

板垣裕司 氏

法施行は本年
　　　４月１日より
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３
月
25
日
、
高
崎
市
・
高
崎
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
高
崎
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合（
芳
野
清
理
事
長
、
組

合
員
38
人
）
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催

し
た
。

　

講
師
は
、
有
限
会
社
中
里
ス
プ
リ
ン

グ
製
作
所
代
表
取
締
役
中
里
良
一
氏
。

同
社
は
「
遊
び
心
を
大
切
に
す
る
」「
社

員
が
夢
を
語
る
夢
会
議
」
等
、
独
自
の

経
営
が
テ
レ
ビ
や
雑
誌
等
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

中
里
氏
は
、
自
身
が
事
業
承
継
し
た

際
、「
社
員
の
再
教
育
と
入
れ
替
え
」「
親

会
社
・
お
客
様
の
総
入
れ
替
え
」「
経

営
実
権
の
早
期
交
代
」
の
３
つ
に
改
革

の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
、
経
営
に
取
り
組

ん
だ
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
経
営
者
と

し
て
の
夢
を
毎
日
の
よ
う
に
社
員
に
語

る
」「
親
会
社
の
分
散
化
・
高
度
化
」
等
、

独
自
の
経
営
に
取
り
組
み
、「
小
さ
く

て
も
比
重
の
大
き
い
会
社
」
を
目
指
し

た
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
後
継

者
の
共
通
点
や
、
今
後
の
会
社
経
営
に

向
け
た
留
意
点
等
を
解
説
し
、
後
継
社

長
の
あ
る
べ
き
姿
を
説
い
た
。

◎
研
修
を
終
え
て

　

中
里
氏
の
言
葉
の
端
々
に
、
経
営

に
対
す
る
理
念
や
哲
学
を
感
じ
取
れ

ま
し
た
。

後継社長としての経験を語る

経営に対する想いを熱く語る 中里良一 氏




